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　さて、国では「デジタル田園都市国家構想」をはじめ
ポストコロナに向けた「デジタル化」「グリーン社会の実現」
や「脱炭素化」など、活力ある地方を創る取り組みを加
速化させています。美波町でも行政サービスのデジタル
化を推進するため、昨年４月に総務課内に「デジタル自治
推進室」を設置しました。人口減少が進む厳しい状況でも、
デジタル技術を活用することで行政サービスの向上や業
務効率化を図り、町民の皆様が地域の活力や暮らしの豊
かさを実感することができるよう取り組みを進めてまいり
ます。

　本年の干支は癸（みずのと）卯（う）です。癸が万事
筋道を立てて物事を考え処理していく、卯が陽気の衝動
という意味で、この二つの組み合わせである癸卯には「万
事筋道を立てて処理してゆけば、繁栄に導くことができる
けれども、筋道を誤ると混乱する」といった意味になると
言われています。（安岡正篤「干支の活学」プレジデント
社 , 2008）

　私たちの生活に大きな影響を与えている新型コロナウ
イルス感染状況が一日も早く収束することを願うとともに
「住んでよかったと実感できるまち」の実現に向けて、本
年も町政運営の筋道を誤ることのないよう、世界情勢や
国・県の動向を注視しながら、この不確実な時代をしなや
かな発想としたたかな精神力で職員共々努力を重ね、住
民の皆さまの負託に応えて参りますので、なお一層のご
支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　本年が皆様にとりまして、幸多い年となりますことを心
からご祈念申し上げ、新春のご挨拶といたします。

　新年明けましておめでとうございます。町民の皆様に
は、新春をお健やかにお迎えのこととお慶び申し上げま
す。旧年中は町政の推進に対し深いご理解と温かいご支
援を賜り、心から感謝を申し上げます。

　昨年は、トンガ諸島の火山噴火に伴う津波被害や台風・
豪雨による被害、ロシアのウクライナ侵攻及びそれに起
因する物価や原油価格の高騰をはじめ、北朝鮮によるミ
サイル発射、記録的な円安、安倍晋三元首相が凶弾に倒
れるなど、新型コロナウィルス感染症のみならず政治・社
会・経済・安全保障面でも大きな動きがあり、否応なし
に不安定な時代に入ったことを実感した１年でありました。
　美波町内では、幸い自然災害による大きな被害はなか
ったものの、物価の高騰により家計が圧迫されたり、長
期化するコロナ禍により閉塞感が漂うなど町民の皆様も
心が晴れない年ではなかったかと推察いたしております。
　美波町では、物価高騰による経済的な負担を軽減する
ため、全国町村会を通じて政府に対しきめ細やかな施策
の実施を働きかけ、「子育て世代等臨時特別支援事業」「福
祉灯油購入費助成事業」や「地域商品券事業」などを行
いました。

　また美波町は、国の「ＳＤＧｓ未来都市」に選ばれ、５月
２０日に野田聖子地方創生大臣から選定証をいただきまし
た。美波町の取り組みは、「森への回帰　ウミガメの森の
恵みの地域好循環による“にぎやかそ（にぎやかな過疎）”
の加速」で、２０３０年における本町のあるべき姿を「持続
可能なにぎやかその自立モデル都市」とし、豊かな環境
と地域資源を磨き地域経済の好循環を生む取組みや、女
性・高齢者など多様な人によって共創する次世代につなぐ
まちづくり、誰一人取り残さない災害に強いまちづくり等
の提案が先駆的であると評価されたものと考えています。

　昨年は日本初の人権宣言といわれる「全国水平社宣言」
が行われてから１００周年の年でもありました。「全国水平
社宣言」のことはあまり知られていないかもしれませんが、
宣言の結びの言葉である「人の世に熱あれ、人間に光あれ」
というフレーズは、一世紀を過ぎてもなお色褪せることな
く、現在の時代だからこそさらに輝きを増しているように
映ります。人権を考える上だけでなく豊かなまちづくりの
ためにも重要なキーワードだと思います。


